















新潟大学工学部 合 田 正 毅
1)非周期系と云ってもはなはだ広い範囲の系を指しているが,ここでは次のハミル
トニアンで表わされる tightly bindingな措象が成 り立っ範囲での結晶及不定型固体を
考える事にする｡
H - ∑li> αiくil 十 ∑li>tiiくjl
l i>j (1)
此のハミルトニアンは指標を適当にとる事によりWeaireandThorpe のモデルハミルト

















































































ここにNiは規格化因子である｡ この時基底 Im)をもとの基底 Ln>で展開してみる｡
簡単のため最近接相互作用のみを持っ二次元規則正方格子に関しいくつかの例を図示し
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算子で到達出来る｡ envelope(これを "距離m'と呼ぶ事にする )より遠 くには広がっ
ていない｡此の事と,
(11G11)- <n｡lGlno>
′(1IGLl)I-11<n.LGln｡> + <n｡LGLn.'> + <n.'LGLn｡> + くn;lGIn三月
'^(1IGll)〟 - ilI<n.lGLn.,十 i(<n｡IGLn.I,-くn.'IGLn.>)+<n.'LGLn.I,i
(8)
を考慮しながら新 しい表示で前節に述べた定理を適用すると,距離の億念をβから｢ノ､
ミル トニアンのm回の演算で到達出来る "距離"をm とする｣事に変更する事により,
此の "距離'm に関して松田氏が linierchainで証明した定理がそのまま成立している
事が分るO 改めて書 くと, (Gnn′-<nlGln′> o n,n′の "距離"-m′･として )
(i)* LGn,｡′(E)l<J言 MinlIGnn(E)LIGn′n′(E)LI･expト m′/2可
(i)* Gnn′(E)(m'<m)の n,n′より"距離 "m の範囲外にある行列要素に対す
る依存性は,m の増加 とともに exp(一叩/伝)で小さくなる.
(il)* 品(E)≦ m｡-Max(1+Lt訂 2/ T 2)
111
であるo此処に It訂 の有界性が問題となるが,-ミル トニアンが有界であれば,






























参 考 文 献
1) H･MatsudaProg･Theor.Phys.Suppl.36(1966)97
2) M･GodaJ･Phys･C6(1973)3047 M.CodaJ.Phys.C.tobepublished
-A59-
